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第４期第５回北区男女共同参画審議会 会議録 

日  時：平成２６年３月１８日（火）午後６時３０分～午後８時０９分 

場  所：北とぴあ 男女共同参画センター多目的室ＡＢ 

１ 開   会 

２ 議   題 

  （１）「第５次アゼリアプラン」のための提言（案）の最終確認について 

３ 閉   会 

出 席 者  白井会長   宮城副会長   山田委員   奥津委員 

       山﨑委員   大内委員    佐藤（節）委員 清正委員 

       中澤委員   大島委員    近藤委員   小澤委員 

       楠委員    酒井委員    我妻委員   田草川委員 

雲出男女共同参画推進課長 

欠 席 者  岡野委員  佐藤（美）委員  寺内委員   照井委員 
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審議

○白井会長

  それでは、議題に入らせていただきます。

  まず、昨年１１月に区長から審議会に対してアゼリアプランの改善に当たっての基

本的な考え方について諮問がございました。それに基づきまして、審議会では各目標

別に専門部会を設置いたしまして、それぞれ３回の会議と専門部会のリーダーによる

会議を２回行いまして、答申案を第１資料のようにまとめたところです。

  本日は、その内容について最終確認を行いたいと思います。そして、審議会の答申

として決定していきたいと考えております。

  それでは、資料１、各目標別の考え方、課題、主な取り組みに基づきまして、

 私から説明をさせていただきます。

  資料１に基づきまして、考え方としては、条例の基本的な理念となっております人

権の尊重は、男女共同参画社会を実現する上での基本的理念です。性別を理由とした

差別的扱いが未だに残っている、ドメスティック・バイオレンスとかストーカー行為、

社会的にいろいろ問題がありますけれども、暴力・暴言などもなくなりません。それ

について、人権侵害を解消していくために性差別等が強く求められています。

  ドメスティック・バイオレンスやストーカー行為等については、米印がついており

ますので、読まれるかどうかは別にいたしましても、説明を加えております。

  特に、暴力といった場合に、暴言等を含むということでご理解いただきたいと思い

ますけれども、それについては性差別意識が関係していることが多いということで、

地域社会の安全安心への阻害とつながること、性差別の意識がそういうことにつなが

ることが多いと。

  男女が共に、個人と人格を尊重し合い社会をつくるためには、固定的な差別役割分

担意識を解消して、男女とも上下関係がないことを認識していただいて、暴力等につ

いて解消することが大事ではないかということ。

  それから、そのような健全な環境を維持していくためには、心身ともに健康を保つ

ことが必要なのではないかということで、最後の段落のところに身体の機能などにつ

いて相互に理解していくということをつけ加えました。

  基本的な考えに基づいて、課題１としては、配偶者暴力の阻止と被害者支援という

ことになります。

  現状と課題（１）ですけれども、この点については、最初から提言されていること

と余り変わりはないかと思います。

  ２ページ目に入りますと、国、それから都、それぞれがＤＶ等に基づいて法の改正

と見直し等で行ってきているということです。区も、ここに区の配偶者暴力防止連絡

協議会を設置して、ＤＶ等について積極的に取り組んでいくことになったということ

を書きました。

  それから、ＤＶ被害者には、自分が被害者であると自覚がないということ。それか

ら、夫婦だけではなくて、同じ暴力ということになりますと、若年層を対象あるいは

虐待等も含めて、高齢者等の暴力の点についても根絶しなければいけないということ
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で、最後に書かせてもらいました。

  （２）主な取り組みについては、配偶者暴力の未然防止と、暴力が起こってからよ

り、未然防止できればこの上ないものですから、それについても具体的な取り組みの

提案ということで、１、２、出させていただきました。それから、配偶者暴力の早期

発見の推進の具体的な提案についても書かせていただいて、最後には相談体制の充実

です。

  今まででは、加害者については都も検討している段階で、なかなか具体的な施策が

ないというお話だったのですが、今まで北区の場合は加害者についても電話ですが、

男性等からの相談体制は実際に行っていますので、やはり相談体制は維持していって

いただきたいということで、ここに加えさせていただきました。

  具体的な提案としては窓口の周知、相談事業の充実、それから配偶者暴力相談支援

センター機能の整備ということになります。これに関しては、先ほど本日の席上に配

付されたところに概要がありますので、具体的にどのように取り組まれるかというこ

とも、後でごらんいただければと思います。

  それから、被害者支援の充実ということで、ここで自立支援の充実、関係機関・団

体等との連帯強化ということを挙げました。

  課題２は、あらゆる暴力の根絶。これはＤＶだけではなく児童あるいは高齢者への

虐待ということです。それについては、家庭内は外から見えない面で、皆さんが気づ

くのはなかなか難しいということもあるので、この点についても早期発見と充実でき

るようにということで、課題として挙げました。

  それから、ここにもあらゆる暴力あるいはメディアリテラシーについての説明も加

えてあります。

  主な取り組みについては、児童とか高齢者の虐待の防止、高齢者とか児童について

は皆さんもご意見が第１専門部会ではいろいろ議論ができたところですけれども、で

きるだけ早期発見をして虐待のない環境づくり、意識づくりをする。

  もう一つはメディアによる人権侵害です。人権侵害の防止ということで、これは見

てはいけないなというにとどまらず、それに対してケアする等の意識を持っていただ

くということで、啓発活動が必要ではないかということです。

  最後に、生涯を通じた体の健康支援の現状と課題ということで、男女がそれぞれ違

った健康的な体質を持ち、健康そのものを十分に生かしていただくということ。特に

女性は場合、妊娠・出産があり、更年期等特に顕著な場合がありますので、それにつ

いて子育て等もありますので、出産から十分に男性も理解していただいて、理解に沿

って男女関係の差別をなくしてもらうと同時に、健康診断においても十分女性の立場

からも積極的に健康診断を受けられるように努力してもらいたいということです。

  主な取り組みについては、妊娠・出産期に関する支援、それから健康づくりの支援、

それぞれ男女ともに生涯健康でなければ、虐待、暴力等についても根絶できないので

はないかということです。

  ３番目は、性を尊重した健康づくりに推進していただくということで、積極的な提

案としては四つ出させていただきました。

  以上でございます。
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  目標１について、審議いたしますが、何かご意見、それから内容についての質問等

ありましたら、お願いしたいと思います。

○大島委員

  自分も第１部会だったので、ここでお話しするのは少しどうかなと思いますけれど

も、２ページ目の若年層のＤＶについて。ここでは、一つ若い世代への啓発というこ

とで、一言でまとめられています。意味はよくわかるのですけども、部会の中では大

学生、高校生のデートのＤＶという以外に、学校教育の中で知っていただきたいとい

うような意見も出ていたかなと思うのですね。

  それが一言で啓発となると、若年層に対するＤＶ被害が、本当は小中学校のときか

ら芽生えているのではないかというところで、学校教育の中で入れてもらいたいとい

う意見があったと思っております。

  それが一言、啓発という言葉で全部含まれていると言われればそれまでですが、そ

のあたり、啓発という言葉に含まれたいきさつも含めてご説明をしていただきたいと

思います。

○白井会長

  その点につきましては、確かに対象に中学生からも加えていただきたいというご意

見があったかと思います。今回の場合については、主に高校からは対象にしていただ

いていますよね。その点、よろしくお願いします。

○雲出課長

  先だっては、赤羽商業でやらせていただいて、その前には赤羽岩淵中学校で初めて

中学生を対象としたＤＶ講座をやったところでございます。

○白井会長

  特に中学生を対象とするという明文がないということについては、事務局としては

何かありますでしょうか。

○雲出課長

  若年層というくくりで、その中で高校生と中学生、赤羽商業については前もやって

おりますが、中学生としては赤羽岩渕中学校が初めてですので、その辺のことは若年

層というくくりで表現させていただきましたけども、やらせていただいています。

○白井会長

  理想としては、中学生からなのですが、どこまで実行できるかということで、高校

も充実したいということもあって、若年層という言葉で今、説明ありましたように、

できる範囲で少しずつ中学生等に広げていきたいということですね。

  確かに、若年層の場合は、デートＤＶということもチェックシートがいろいろつく

ったのがありますので、そのような方法も加えた上で広げていけたらと思っておりま
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すので、対象者の層を下げていただくように努力していただきたいと思います。これ

は、行政で努力していただければと思いますので、こちらとしては若年層ということ

で具体的には書かないということでよろしいでしょうか。

○大島委員

  よろしいです。結構です。

○白井会長

  ほかに何かありますでしょうか。

  ＤＶについては、努力はしているのですが、なかなか成果が見えないということで

すね。だから、本当はどのようにしたらいいかと啓発活動についても工夫が必要かと

思いますが、なかなか成果の見える結果が出ないということは、努力したにもかかわ

らず何か寂しい気がいたしますが、それでも何度も何度も努力をしていかないと成果

は出ないと思います。

  努力した結果、急に目に見えた成果がなることもありますので、皆様方も機会を得

て、できるだけ啓発あるいはそういうお話があれば積極的に参加していただいて、人

権尊重、ＤＶ等あるいはその他のことについて、皆様方に周知していただきたいと思

います。

○我妻委員

  今のことに関してですが、私ども「ねっとわーく」では参画推進課のご協力で、ジ

ェンダーチェック表というのをつくって、昨年３月から一般の方に自分でチェックし

ていただいているんですね。そこにドメスティック・バイオレンスの項目があって、

これは何なんだという、わかっていない方がほとんどで、ＤＶというと体の暴力しか

思い浮かばないものなんですね。

  ですから、ほかの項目についていろいろあるのだけど、その意味を説明するのが結

構大変で、できるだけなるべくわかりやすい言葉で設問しているのですが、私どもの

係の者が説明してやっと意味がわかるという方がすごく多いなと思います。大人の方

がそうなので、お子さんをお持ちのお宅でもそういった話題はなかなか出ないと思い

ますね。

  大人に啓発するのはなかなか難しいので、さっき委員から出たように、学校の教育

現場で、私は小学生でも差し当たっていろんなことを話したほうが、被害をこうむっ

た人が自分は被害を受けていると気づくと同時に、そういう態度を相手に対してして

しまう加害者が、自分で気づくこともとても大事なので、若年のうちからそういった

機会、自分の態度を知ることってとても大事だと思うのですね。

  ＤＶ家庭で被害を受けたお子さんは、その後もなかなか強く言われると抵抗する力

が弱くなるというようなことがあったりして、ＤＶに対しておびえるわけですよね。

なかなか自分の家庭がＤＶ家庭だと気づくのに時間がかかることも多いので、機会を

捉えて、全部の学校でするというのは難しいと思うのですが、多くの学校で、お子さ

んに対してそんなお話が届くといいなと実感しています。
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○白井会長

  暴力というのは、家庭でも学校でもあるいは職場でも、場合によったらしつけです

ということで軽く片づけられる場合もあるので、その辺もやはりしっかりと認識して

いただかなければということもありますよね。だから、機会を得て啓発活動も必要だ

と思います。

  ほかに、何か質問や意見がおありでしょうか。

○宮城副会長

  内容でなく、確認で恐縮ですが、課題３は生涯を通じた体の健康支援になっていま

すが、心と体の健康支援だったかと思うのです。一覧表の構成図で見ると心と体にな

っておりますし、文章の内容も心、メンタルヘルスも含んでおりますから、課題３は

心とが入るかと思うのですけれども、ご確認お願いします。

○白井会長

  それでは、第１専門部会の部分ですけれども、ここは心と体のということだと思い

ますけれども、これは心を入れるのでよろしいですね。私もそこは気がつきませんで、

申しわけなかったです。

  ほかに何かありますでしょうか。もしなければ、今ありました心と体というところ

で、心を入れていただくという修正をしていただいて、目標１の審議は以上をもって

終わりたいと思いますけれども、いかがでしょう。

○楠委員

  資料２の１のところで、米印で北区配偶者暴力対策基本計画として位置づけという

米印があって、きょう配付された資料の中に、支援センター機能整備の概要なのです

が、ここら辺のところは、最初に施設の名称ではなく機能の名称だという文言が書い

てあります。

  それと、最後に参考で、対策基本計画策定状況で北区がまだ未策定だということで、

配偶者暴力防止と被害者支援というのは対策基本計画として位置づけるという、その

説明をお願いしたいと思います。

○白井会長

  このセンター機能、事務局から説明をしていただきますけど、センター機能という

のはＤＶの、こういう施設を設けてそういう機能を持たせてくださいと書かれている

のですね。だけど、特に機能を持った施設を設置してくださいということではないの

ですね。

○楠委員

  そういう機能があればいいんですね。

○白井会長
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  だから、どこかにその機能を持たせてくださいということなんですね。本件は、先

ほど言いました北区の場合でも、設置機能ということで国も都も、充実したように法

も改正されていますので、北区としてもそういう機能を持たせて実行ある機関にした

いということだと思います。事務局の説明もよろしくお願いいたします。

  これは、設置と書いてあるものですから、概要についてもどういうものかというこ

とを皆さんに知っていただくために、きょう席上で配付していただきました。

○雲出課長

  白井会長がおっしゃるとおりでございます。きょうお配りしました配偶者暴力相談

支援センターの概要ということは、センターのイメージを強めていただければという

趣旨で配らせていただきました。位置づけとしましては、目標１の中に配偶者暴力防

止計画を位置づけるということで間違いございません。

○白井会長

  よろしいでしょうか。

○楠委員

  結構です。それで、参考のところで策定状況がありますけど、区部では北区、墨田

区、大田区、江戸川区の４区が未策定ということで、これによって初めて北区として

はこういう対策基本計画ができるということなのですね。

  その機能は、具体的に男女平等参画室が機能としては担っていくという形になるん

でしょうか。

○雲出課長

  機能としましては、男女共同参画センターから、いわゆる生活福祉課につないで被

害者に対して保護していく仕組みをつくるのが、機能の整備という位置づけでござい

ます。

  それを今回提言でございまして、来年度、計画をつくる段になりまして、計画の策

定と同時に、基本計画の策定とセンター機能を有した仕組みを策定するという目標で

やっているところでございます。

○楠委員

  それでは、機能的にはまず窓口が男女平等参画課であり、それから具体的な事柄が

起こったときに生活福祉部だと、そういう形でつないでいくと。北区内ではそういう

つながりのもとに運営されていくということなのですね。

○白井会長

  よろしいでしょうか。

○楠委員
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  はい、ありがとうございます。

○白井会長

  そうすれば、先ほど言いましたように、（３）のところについて、心と体というこ

とで、心を入れていただくということで、そこの修正をお願いして目標１についての

審議は終わってよろしいでしょうか。

（異議なし）

○白井会長

  それであれば次に、目標２、仕事と家庭・地域生活を両立できる地域社会につきま

して、第２専門部会のリーダーの奥津委員からご説明をお願いいたします。

○奥津委員

  では、ご説明を申し上げます。資料１の５ページ目からになります。

  資料２は、真ん中あたり、上から２段目の近くになりますけれども、仕事と家庭と

地域。言うなれば、個人の生活の全てということでございますので、この部会としま

しては、全てを取り上げようとすると、曖昧になってしまいますので、十分に内容を

絞って、これだけは絶対譲りませんのでお願いしますというような、非常に強い気持

ちを持って、アゼリアプランの中でこれだけのものを入れていただこうといって提案

したものでございます。ぜひ、その辺を受けとめていただきたいと思います。

  まず、キーワードは、男女がともに社会に参画していく。それは仕事であったり、

地域社会であったり、いろんな形での社会とのかかわりを持つわけですが、家庭をそ

れぞれ持っておりますので、それぞれの思いの中で自分なりの生活がきちんとバラン

スよくとれるようにしたり、環境を整えながら社会参加を進めるということですので、

ワーク・ライフ・バランスというのが一つのキーワードでございます。

  これは今申しましたように、全て同じ規模でやるという意味ではなく、それぞれが

自分で状況によって好ましい姿で実現できるようにしていきましょうということです。

  資料２の真ん中あたりを見ていただきますが、まず男女がともに家庭を運営してい

く。家事・育児に男性が参加するという話ではなく、男女がともに家事・育児、家庭

のことを一緒に運営していくという意識があります。

  また、企業で働いている人に対しても、一人一人家庭があるのだということを知っ

た上で、企業にも従業員に対して配慮を求めていくことが必要であると。何よりも、

家庭の構成員の主軸でありますご夫婦の二人が、その点についてよく知る必要がある

ということで、まず仕事と家庭生活の両立について、企業も働いているから働く側面

だけ見るのではなくて、一人一人の生活全体に目を向けるようなワーク・ライフ・バ

ランスに意識を持ち、理解を持ってもらう企業であるように啓発していくということ

です。これをぜひ、今まで以上に取り組んでいただきたいと思います。

  今までも、ワーク・ライフ・バランス推進企業の表彰などされていましたが、その

対象を広げ、この企業、組織にはこういうことがありますというようなことをわかっ
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ていただこうというのが一つでございます。

  今までもやってまいりましたが、男性の子育て、家事など参加するだけでなく、共

にやるということをわかっていただくような意識啓発を、あらゆる場面で情報に触れ

られるような、仕組みをぜひお願いしたいということでございます。

  いつでもどこでも男女共同参画、ワーク・ライフ・バランスというのは大事です。

そのことによって、仕事と家庭と地域の全体がうまくいくことを啓発する情報で、あ

ふれる地域であっていただきたいと思います。

  今までもいろいろ取り組んできていただきました。特に、子育てについて北区は保

育施設の充実など力を注いでこられました。そのことをまずきちんと評価いたします

と、この次の段階というのは当然あるわけでございます。

  ぜひここは、重点的にお願いしたいといって部会でまとめましたのは、今まで施設

をつくることは一生懸命でございましたけど、幼児保育について、通常常勤のフルタ

イムでなければなかなか入れないということではなく、さまざま生活の中で預けられ

る、保育ニーズの多様化に対する適切な対応をお願いします。

  特に、病児保育については、女性の就業活動が盛んになると子どもさんを放ってお

くわけにいきませんし、切実な要求として出てまいります。

  ぜひこれを早期に病児保育をしていただける体制を整えていただきたいという願い

ということで強く絞って、まず提案させていただきました。

  次に、保育施設だけに目を向けているのではなく、そこを卒業した小学生、学童と

いう問題が出てくるわけです。きちんと対応されて、保育施設を整えられましたから、

たくさん子どもさんを抱えた若いご夫婦が来られました。そうしますと、当然人口も

若返ります。

  時間がたてば、そのお子さんたちは学童になられるわけですが、この子どもたちこ

そ、きちんと見てあげないと活発に動き回る人たちですから、大変問題になりますの

で、学童保育の充実をぜひお願いしたい。

  学童保育クラブだけではなくて、学校が終わった後、とにかく子どもたちを面倒見

ていただくということになろうかと思いますので、全ての学校で学校が終わってから

の子どもさんたちの面倒を見るというサービスを、いろんな形で考えていくべきでは

ないかと提案いたします。

  これもいろいろな考え方がありますでしょうし、まだ整えなければならない条件が

たくさんあると思いますけれども、学童の保育、学童の面倒、学校が終わってから後

の面倒を見るということも本当に切実な願いになっておりますので、重点として絞っ

てお願いをしたところです。

病児保育は、病院、医療機関との話し合いなどもあり、進んでいらっしゃるという

話を聞いています。早く進めて、よい結果を出していただいて結論を出してください

という意味でお願いをしているところでございます。学童も早く全学校に広げて地域

内のアンバランスが一番困るということでございますのでお願いしたいと思います。

  もう一つ、今後、絶対忘れてならない課題となるであろうというのが、介護の問題

です。人口の高齢化は日本全国の問題ですが、北区は特に住民の高齢化が進んでいる

という中で、現実に事業主からも突然、従業員がうちへ帰ったら親御さんが倒れてい
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て、休まなければならなくなったという話で、企業も困っているということもありま

す。

  昔でしたら、家族の誰かが面倒を見るといって済ませてしまっていたことが、現実

できない、そういう家族構成が進んできているわけですので、介護について意識をし

っかり持って、行政機関も対応していただかなければいけないということをまず申し

上げておきます。

  では、どうするか。介護制度とか、法律で整備されたものがあるという情報を提供

すると同時に、現実に介護問題に直面する前から、そういう事実に出会ったときには

どうしなければならないかとか、どこに行けばどんなサービスが受けられるのかとい

った情報を提供しておく必要があるということでございます。

  それは、区の仕事、区民に対するサービスの一環として、対策を立てるなど、あら

かじめ提供する必要があるでしょう。

  当然、男女ともに抱える問題でありますし、今、男性の介護離職者がふえてきてい

るという状況もあります。その点を含めてみんなで考え、男女ともに社会に参画して

いくための必要な条件整備という形で、この問題をぜひ取り上げていただきたいとい

うことであります。

  介護をサポートする仕組みという意味には、一つは、実際に介護に直面してからで

は間に合わないことがあるわけですから、前もってきちんとした情報提供を行う。例

えば、スペースゆうの中でいろんな研修・講習などを利用してやっていただきたいと、

これは早急にできることもあるはずですので、お願いしたいということでございます。

  個別の問題というのは本当にいろんなことがありますが、今も言いましたように、

社会が現実に男女両方の参画を必要としている時代になっています。参画したいとか、

することだけではなくて、産業社会自体が両方の参画を求めている時代ですので、ま

ず企業にも男女共同参画をするためには、地域と家庭と仕事というワーク・ライフ・

バランスが重要だという点を理解するような働きかけをする。そして区民のみんなが

事実を理解するような情報に触れさせるというようなことになります。

  もともとベースになる問題として、いわゆる女性の社会参加の促進をもっと積極的

に進める必要があるでしょうということが言われております。これが働く場における

男女共同参画の推進と資料２の四角の中の柱でございます。

  男性が築いてきた歴史がありますので、そこに後から入っていく女性については、

後から追いかけるということで、大きなハンディがございます。その点を配慮しない

と大変なことになり、バーンアウトで燃え尽きてしまいますので、その点を含めて積

極的に女性に機会をつかめるような配慮が必要だということです。

  例えば、起業するというときに、信用がなければお金も借りられないとかいろんな

話もございますし、ノウハウも資料も少ないという話もありますので、必要な知識や

情報提供を行うことがあるでしょうと。身近なアイデアから役に立つ起業する女性と

いうのは割と多いわけでありますから、そんなところへの支援もお願いをします。

  起業支援は男女ともに同じだということで割り切られても、そこにハンディを考え

ていただきたいということがございます。

  再就職も同様であります。確かに同じではありますけれど、後から追いかけるとこ
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ろについての特別な配慮があり、やっと同じになるということを忘れないでいただき

たい。片仮名で言えばポジティブ・アクションでありますが、積極的な推進をお願い

したいということです。

  それに伴う話で、ハラスメント。後から追いかけるとなると、いろいろ無理もした

り弱かったりする立場の問題もありますので、セクハラと言われるものや、パワー・

ハラスメントなどについては、男女同じですが、弱者に対して、あるいは後から追い

かける人に対してハラスメントをしない、あるいは看守して助成していき、積極的に

取り組んでいただきたいと。

  起業等については、まず起業をすること。区民の認識、理解ということについて働

きかけていくことは、ぜひお願いをしたいことでございます。言葉にしてしまえば啓

発活動になりますけれど、さまざまな事業を展開される中でも、こんな情報を提供し

ていただいていく積極的な姿勢を求めますということです。

  以上、女性の活躍促進の働きかけというのをぜひ忘れずにお願いしたいというのが、

第２部会でございます。戦略的に絞って病児保育、それから学校が終わってからの学

童の面倒、お世話を見ていただくこと、それから介護と、後から追いかけるというこ

とを十分考えていただいた上での女性の活躍促進への働きかけ、こういったことをま

とめとして書かせていただきました。

○白井会長

  ありがとうございました。

  それでは、目標２につきまして審議いたします。

  ご意見、それから質問等がありましたらお願いいたします。

○近藤委員

  ２ページの課題２の現状と課題の中盤のところで「放課後児童クラブ（学童クラ

ブ）などの仕組みづくりの検討を行っています。」現状と課題ということで、これは

次のページに、真ん中中段に「多様な保育サービスの提供」で、放課後こどもプラン

の区内全域での実施を進めということで、これは前のページの現状と課題では、検討

を行っているんじゃなくて、もう既に放課後こどもプランに関しては数年前から全て

の学校じゃありませんけれども実施をしているという状況があって、あとは年次で計

画的に少しずつ実施を拡大しているということで、放課後児童クラブなどの仕組みづ

くりの検討、これは放課後こどもプランのことではないかなと思うのですが。

  次のページでは、放課後こどもプランの区内全域での実施を進めるとなって、文字

的な部分で矛盾かなと思うんですが、放課後こどもプランの検討じゃなくて、これは

もう実行しているので、少し違和感があるのですが。

○中澤委員

  現状の課題のところで、言葉として入っています「子ども子育て支援新制度」にお

きましては、地域子ども子育て支援事業という区分を設けて、その中に拠点事業、学

童クラブなどがメニューとして入るという仕組みとなっております。
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  ですので、それをどのような対象に対して、どのぐらいの分量で提供していくかと

いうことそのものが、区の中で、子ども子育て会議などを中心に検討をしているとい

う意味で書いているところです。

  委員おっしゃるように、わかりにくい部分がありますので、後ほど会長にお任せを

いただきまして、私どもと調整させていただければありがたいなと思っております。

○近藤委員

  これはぜひ、区でかなり積極的に取り組んでいる事業でありますし、区も全校実施

というのを最終的な目標で取り組みをしておりますので、そういうところはしっかり

現状に即して入れてあったほうがいいと思っておりましたので、言わせていただきま

した。

○白井会長

  ありがとうございます。

○奥津委員

  ぜひそうしていただきたいと思いますが、追加の情報を提供しますと、私どもの議

論では、検討の中身に、やはり多様なニーズに対応できると、単に対象をどこに広げ

ましたというよりも、大人が大人を管理するのとは違って、子どもは自分の管理のさ

れ方というのがあるわけですから、ぜひ子どもの子どもらしさに対応した内容で考え

ていただきたいです。ニーズ対応というのは、ぜひそこも考えてほしいので、ぜひそ

こは議論としてあったということをつけ加えたいと思います。

○白井会長

  そうしますと、今の点につきましては、実際にもう実行されている部分があって、

それをどのようにどこまでということで、この部分については申しわけないですが、

私と事務局でお任せいただいて、今の意見を反映させていきたいと思います。

  それでよろしいでしょうか。

○奥津委員

  お願いします。

○白井会長

  ほかにありますか。小澤委員、どうぞ。

○小澤委員

  ４ページの（２）の②のところに、セクハラ・パワハラの防止とありまして、これ

は本当に大変重要なことですが、最近クローズアップされていますのが、マタニティ

ー・ハラスメント、マタハラというのでしょうか。働いている女性が出産しづらいと

いうか、妊娠しづらいような職場の中の環境があって、これは男性が女性をというこ
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ともあるでしょうし、女性が余り理解してあげないでということもありますよね。

  ですから、女性が活躍しながら子どもを産んで育てる社会を築くためには、マタニ

ティー・ハラスメントの視点というのも、文言に書く、書かないは別にして、大変重

要なことであると思っています。

○我妻委員

  今の小澤委員のご意見に納得です。もうマタハラという言葉自体が随分広がってい

ますし、２７年度から５年間使えるものなので、ここに加えておくといいかなと思い

ます。妊娠しづらいといった声が随分あふれていると、書籍とか本や週刊誌によく書

いてあります。

  それから、４ページ目の真ん中にセクシュアル・ハラスメントについて説明してあ

るのですが、後半の（２）の②に来ると、急にセクハラと縮まって、ここに出てきて、

パワハラって何とおっしゃる方が多分いるので、セクシュアル・ハラスメントと同様

に、パワハラもちゃんと注意書きが必要かなと思いました。今のマタハラもマタニテ

ィー・ハラスメントなんですけど、そういうことを加えて、セクシュアル・ハラスメ

ントがセクハラだと大抵の人は知っていると思いますけども、ここに注意書きが必要

かなと思いました。

○白井会長

  ありがとうございます。今のマタハラについては、どうでしょうか。入れるとすれ

ば、どこに入れるのですか。

○奥津委員

  ほかにご意見があれば伺いたいのですが、セクシュアル・ハラスメントの一部に、

妊娠するのは女性しかいませんので、マタニティ・ハラスメントはもともと一番大き

な問題で入っておりまして、おっしゃるように女性同士で、職場が非常に厳しくなり、

休んだりする人をなかなか一緒にやってあげることも厳しくなってくる中で、そうい

うのが出てくるということがあり、大変重要なことなので、ぜひ取り上げてください。

  表題に取り上げるより、きちんと中身に書いて、こういう厳しいときだからこそ出

てきている、気をつけなければいけないということを書いたほうが、理屈が通って正

しいという気がします。ハラスメントという言葉は、本当にそのとおりだと思います。

○白井会長

  そうしますと、マタハラはどこに、どのように。

○奥津委員

  セクハラ、マタハラをきちんとした言葉で書いて、起業ならびに従業員に対してと

しか書いてございませんけども、この前にセクシュアル・ハラスメントの中には今現

在、非常にホットな話題として、厳しい情勢の中でそういうものが出てきているとい

うことにも注意しながら、というような言葉をつけたいと思います。
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○白井会長

  それは、主な取り組みに入れるという。

○奥津委員

  それも含めて、企業とか従業員に対して啓発をしなさいということだと思います。

○白井会長

  その点はよろしいでしょうか。

○雲出課長

  会長とご相談させていただいて、適切な表現にしていきたいと思います。

○白井会長

  では、奥津委員のそのことを文章にさせていただいて、それを最終的に検討させて

いただきたいと思います。ほかにありますでしょうか。

○大島委員

  主な取り組みのところで③番、ここでは介護をサポートする仕組みづくりと書いて

ありますけども、正確にはここは介護者のサポートではないのかと。特に、この文章

の中にも２０２５年、６５歳以上の方が３割を超えると書いてありますが、一番深刻

なのが、ことし２０１４年で団塊の世代の方が６５歳以上になったと、現役を引退し

ていよいよ地域デビューなどさまざま言われているのですが。

  実際、私が現場でいろいろの問題で想像するのは、男性介護者の孤立、本当にその

点をしっかりやっていかないと、虐待や、介護で殺人などの温床になってしまってい

るのは、若い人たちはいろんな形で料理をしたり、子育てするのが当たり前だという

形に今なっていますけども、私の世代から上に関しては、家庭科という教科はありま

したけども、何もしないで親たちも何もさせないで来ているのが現状で、実際、６０

歳を過ぎて、６５歳を過ぎて、それでもし結婚もしていなければ両親の介護を見るの

は男性であると。非常に悲惨な状況というのが生まれてくることから、ここは言葉を

入れてもらえば、男性介護者をサポートするというぐらいに実際は入れていただきた

い思いがあるのですが、ぜひここは介護ではなく、介護者のサポートという意味にし

ていただければいいのかなと私は思うのですけれども、いかがでしょうか。

○奥津委員

  話の内容の詳細ですが、介護者のサポートももちろんあるのですが、家庭そのもの

もその人だけじゃなくてサポートするということも含めて考えていました。介護が始

まる前からやれと、こういう話をしておりましたので、事前準備ということで、誰で

も介護と「者」を取ってしまったんですね。そういう議論の経過がございました。

  これも重点を絞って書くときにどう書くかというのは、議論が必要だと思いました。
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○白井会長

  その点についてはいかがでしょうか。介護ということは、介護者を含めて広く介す

るということだと思いますが、介護者となると限定されてしまうということも一つあ

ると思うのですけれども、行政としてはその辺、介護を広い意味で介護者を含めてと

いうようなことでお考えなのか、その点について事務局からご説明お願いしたいと思

います。

○雲出課長

  ③のタイトルをこのまま介護をサポートする仕組みづくりとさせていただいて、そ

の下の説明文の中に、介護者と介護をしている家族のサポートというようなニュアン

スを入れさせていただければどうか、と考えています。

○白井会長

  いかがでしょうか、大島委員。

○大島委員

  そこまで入れていただければ。特に男性介護者については、女性の優しい目で見て

いただいて、声かけをしていただきたいと思うのです。自分もなり得ることで、大変

なことなので、ぜひ介護者という言葉を生かしていただきたいと思いますので、事務

局、よろしくお願いいたします。

○白井会長

  それも一任していただいてということで、それでよろしいでしょうか。

○宮城副会長

  これを読ませていただいたときに、介護をしている家族に対する支援というのがと

ても強く出てきているんですけれども、地域で支える仕組みづくりというところには、

やはり介護保険のもとで介護事業者がやっている部分もあるわけですよね。介護職、

仕事として介護をしている方たちのサポートも、結構大事なことではないかという気

がしています。

  それは地域で支える仕組みづくりの中に含まれているのかとぼんやり思っていたの

ですが、そのあたりはいかがでしょうか。議論はいかがだったでしょうか。

○奥津委員

  おっしゃることはわかるのですが、特定の職業を取り出す話でしたので、そこはや

っておりません。

○白井会長

  今の点についてもいかがでしょうか、皆さん。

  余り広くしてもまた収拾がつかなくなると思いますので、ある程度絞った上でより
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充実していって、充実したらまたさらに上へ組み立てていくということが必要かと思

います。これは１回で解決する問題ではないと思いますので、いかがでしょうか。

○奥津委員

  介護者をいかに生かすかという方向で会長に一任いたします。

○楠委員

  先ほどのことでも感じたのですが、若年層だとか、それから介護というそれぞれ一

つ一つの言葉について、これはこういう意味だよという定義づけを行うことはいいの

かどうなのか。でも、そういう疑問が出てということは、その言葉はこういう意味を

持っているんだよということを、はっきり示したほうが誤解がなくて済むのではない

かと。

  特に、若年層というのは、中学校、小学校、そういう包括的なことですよね。今度

の介護を介護者であり、家族であり、男性であり、女性でありと、そこら辺は言葉の

定義をきちんとされて、コメントをつけたほうが誤解がなくてよろしいじゃないかと

思うんです。

  というのは、若年層と言った場合、若年層とはという定義づけがないと、中学生、

高校生なのか、それとも小学生も含むのか、それも小学生も低学年、高学年だとかと

いう、人によっては出てくると思うのです。今の介護でも、むしろ介護という場合に

は、男性介護者が欲しい。介護をする家族なのか、そういうところがあるので、もし

長くなるようでしたら、ここはこういう意味で使っていますということを前もってや

れば議論が混乱しなくて済むのかと、お話を伺ってそんな感じがしました。

○白井会長

  若年層については、行政がどこまで力を入れてやっていくかということですので、

もし小学校とかと入れた場合、そこに拘束される可能性もあるかという気がします。

だから、若年層というある程度抽象的な感じでもちろん意見としては、それは出まし

たよということで努力していただくと。事務局の方もいらっしゃるので、その辺もや

っぱり利用する中での組織で連携していただいて、こういう意見が出たので、どこま

でやって、今回はどこまでやりますかというようなことで、余り限定せず、若年層と

漠然としたほうがいいのではないかと、私自身は思うのです。

○楠委員

  そういうことで。

○白井会長

  だから、できないものをそこまでやりなさいということになってしまうと、どうか

な、ということもありますので、今、高校まで行っていて、今度は中学校に足を踏み

入れたところですとおっしゃるから、それであれば、中学校でより充実していただい

てということにもなるかと思うのです。いかがでしょうか。
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○楠委員

  そうですね。確かに今おっしゃるように、決めつけるのはちょっと。ただ、議論を

するときに、じゃあ、この中でこういう統一的な考え方でやっていきますよという形

で進めていったほうが、議論が広がらないで済むと思います。

  だから、もし事務局がこういう形でこの言葉についてはこうですよという、方向性

さえ示していただければ、それはそれでよろしいのではないかと思います。

○白井会長

  あと、介護者については、介護と介護者という立場も違って、いつも振り向いたら

妻がいるとか、振り向いたら夫がいるとか、そういうことではないものですから、場

合によったら一人で男女を問わず、介護者になり介護を要する立場にもなりますので、

今回は介護者、それから介護のサポートとともに介護者のサポートということも必要

なのではないかと思いますので、それはそんなに広がらなくて、やっぱり限定しても

いいのではないかという、それぞれによっては違うのではないかと思いますので、若

年層とそれから介護、介護者というのは別々に考えてよろしいのではないかと思いま

すけれども、いかがでしょうか。

○楠委員

  そうですね。結構です。

○白井会長

  ほかに何か意見がありますでしょうか。

  もしなければ、今のところ介護をサポートする介護者等をどのように入れるかどう

かということと。それから、パワー・ハラスメント等、マタハラ等をどうするかとい

う２点について、修正内容にどのように加えるかということが問題になって、これは

事務局と私に一任させていただくということになりましたが、それでよろしいでしょ

うか。

（異議なし）

○白井会長

  じゃあ、目標２の審議は以上をもって終了させていただきます。

  次に、目標３、男女があらゆる分野で学び参画する地域社会につきまして、第３専

門部会のリーダー、我妻委員、説明をお願いいたします。

○我妻委員

  昨年行われた区民の意識調査の結果を見ても、北区の男女共同参画意識というのは、

なかなか進歩しないということがつくづくわかりまして、これをどうにかして数字を

上げていきたいというようなことを、みんなで検討しました。
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  それで、最初の考え方に宮城さんから足していただいて、とにかく男女共同参画社

会というのは性別で決定するようなことじゃなくて、性別役割分担意識にとらわれな

い選択肢の幅がある、男女それぞれが自分で自己決定ができるような、そういう社会

を目指すんだというような意識を持つ。そういうことで、最初の考え方のほうに書い

てもらいました。

  それで、まず課題の１からいきますと、意識調査の中で中学２年生のお友達の結果

を見ますと、男だから、女だから何とかしなさいとか、よく言われる、時々言われる

という子どもは大変多くて、それについて余り気持ちがよくない、言われることが嫌

だというような回答の結果もよく出ています。

  大人の意識がなかなか変わらない中、育ちの場、子どもが育つ場で、子どもたちに

関わる大人の意識をまず変えてもらうことと、子どもたちが学びの場で意識を持って

もらうことにはどうしたらいいかということを、みんなで考えました。

  それで、課題にほうでは、あらゆる育ちの場と育ちという文字を使いまして、その

中で学校の現場については学びの場と言葉を決めました。

  そして、アゼリアプラン、男女共同参画条例、スペースゆうの認知度も大変低くて

なかなか上がらない中で、どうしたらいいだろうというところで、ここの中には書き

切れなかったのですが、例えばスペースゆうを知ってもらうために学校ぐるみで一度

はスペースゆうに訪れてほしいとか、条例の基本理念だけでも口に出して読んでほし

いとか、そういう意見も随分出ました。できることをできる限り知恵を出し合ってや

っていくべきではないかというような意見です。

  それから、学校の現場で学びの場における男女共同参画意識の形成、①番のところ

ですが、教職員の研修は前からやっているとは思いますが、学校ではスクール・カウ

ンセラー、スクール・ソーシャル・ワーカー、スクール・コーディネーター、学校支

援員などさまざまな方が子どもたちに接しているということで、学校現場で子どもた

ちに接する方全てにジェンダーに関しての意識を持ってもらいたいということで、そ

この教職員等と、「等」を入れて研修の充実というところの幅を広げました。

  それから、相談体制、カウンセラーが整備されていますが、もちろんそういう方は

専門知識をお持ちで、子どもたちの相談によく乗っているとは思いますが、そういう

方も男女共同参画を踏まえた対応をぜひしてほしいということで、言葉をそこに入れ

ました。念押しというところです。男の子、女の子に男女共同参画意識を持って接し

てほしいというところです。

  それから、次に家庭における意識の形成ですが、なかなか区民に情報が届かないと

いうことが今ネックになっていて、まず家庭でお父さんとお母さん、おじいちゃん、

おばあちゃんもそうなのですが、男性と女性が互いに尊重し合い、子どもの権利を守

る、家庭で子どもの意識は形成されるものだということで、そこに一つ文章を入れま

した。

  ②の中の家庭に届く情報提供というのは、これまで家族と訪れる場所ということで、

中央図書館の事業などが書いてあったのですが、中央図書館が遠い人もいるので、そ

れに準ずる形で赤羽・滝野川の図書館ですとか、児童館などでもスペースゆうと連携

したイベントを行ったり、参画週間やＤＶ防止機関にＰＲカーを走らせたり、マーク
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をつくったり、クリアファイルをつくったりといろいろなことをされているので、そ

ういうことも続けていっていただきたいということ。

  それから、地域でも全区的な活動をしているスポーツですとか、遊ぶ場をつくる会

とか、そういう地域団体の方を含め、またＰＴＡや青少年地区委員会の方も含めて、

子どもたちにかかわるあらゆる場で活動している大人の方への意識啓発も必要であろ

うという意見が出ました。

  次、課題２ですが、なかなか委員の数ですとか、審議会の委員の数が目標の数値に

届かなくて、ではどうしたらいいんだろうということで、例えば他区の例なのですが、

審議会の委員を全て表にしてゆうレポートのような情報誌に数を書いて現状を知って

いただくと。普通、何人審議委員の中に女性がいるかというのは自分で詳しく調べな

いとなかなかわからないので、そういう見える形で区民に出すことも大事じゃないか

というようなことが出ました。

  それから、行政見学については、女性の視点を取り入れたというような言葉ではな

くて、はっきり男女双方の視点に配慮した行政計画と文字にしました。

  それから４ページのところで、主な取り組みのところ、①のところで、北区男女共

同参画データの作成と活用と書いていますが、これはデータを集めるだけでなくて、

データ整理して分析して勉強して公開する、本当は白書のようなものをつくっていた

だくといいと思ったのですが、そこまでできるかどうかわからないという事務局のお

話もありましたので、作成と活用というところでまとめてみました。

  例えば、アンケートを男女別に集計してみると、男性と女性との意識の違いが見え

るということがあったりするので、データを集めるだけじゃなくて、活用してほしい

ということです。

  それから、②で、男性に対する意識啓発・推進という、これは事務局からご提案が

あったことで、全ての人にというのもいい言葉ですが、男性に対する事業ということ

も具体的でいいのではないかということで提案させていただきます。

  そして、最後、多様な区民の相互理解促進とネットワークの拡大ということで、こ

こ３年、登録団体の交流会ですとか、外国籍の方の交流事業とか行われていないので

すが、北区は外国籍の方の人数が割合多いということもあって、国籍だけじゃなくて、

同じ国籍でも宗教が違うとまた文化が違うというようなこともありますので、国籍、

文化の異なる区民との交流促進事業もぜひ続けてやっていただきたいということです。

  それから、最後に、性的少数者への理解というのを加えました。セクシュアルマイ

ノリティー等も言いますし、ＬＧＢＴとも言いますが、いろんな言い方があるんです

が、片仮名より日本語がいいかなというところで、性的少数者ということで、そこに

注意書きを書きました。

  以前は、本当に少数であることから、余り表に出さないでいた言葉ですが、最近の

調査ですと２０人に一人ぐらいいるんじゃないかというようなことも言われています

し、そんなに少数でもなく、今、認知されつつあることですし、昨年９月末に文京区

と多摩市でできた参画条例の中にはきちんと入っています。

  北区では条例ができていますので、こういった計画のところで知っていただくとい

う意味で一つ項目を加えるといいのではないかということです。
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○白井会長

  ありがとうございました。

  それでは、目標３について審議いたします。

  もし、ご意見、質問等がありましたら、挙手をお願いしたいと思います。

  いかがでしょうか。

  もしなければ、審議を終わらせていただきますが、よろしいでしょうか。

  次に、計画を推進するためのしくみにつきまして、男女共同参画推進課長からご説

明をお願いいたします。

○雲出課長

  では、計画を推進するためのしくみでございます。

  課題１の区の推進体制の充実につきましては、第４次アゼリアプランの内容を引き

続き実施することといたしまして、継続することといたしました。

  課題２、区民、関係機関等との連携につきましては、取り組みの一つとしまして、

地域の企業との意見交換会や協働事業の推進がございましたが、やはり企業との意見

交換会の実施は難しい面がございましたので、協働事業の推進といたしました。

  また、法人会、商工会議所等の産業団体との連携や協働事業の開催につきましては、

今後さらに検討、推進する必要があるものと考え、産業団体を加えさせていただいた

ところでございます。

  第５次アゼリアプランの推進のためにさらなる推進体制の整備等充実を図ってまい

りたいと考えております。以上でございます。

○白井会長

  ありがとうございます。

  それでは、計画を推進するためのしくみについて、審議したいと思います。

  では、ご意見あるいはご質問等ありましたら挙手をお願いいたします。

○我妻委員

  質問ですが、課題１の主な取り組みのところ、職員の意識啓発ということになって、

事業主や区民の方に一生懸命啓発をするとなると、職員の方も率先して意識を変えて

いっていただかないと、なかなか難しいと思うんですが、今年度の職員研修のテーマ

と参加人数はどんなものだったのか、教えていただけますか。

○雲出課長

  参加人数は１３人か１４人あたりでございました。

  テーマは、広報資料をつくるときに男女共同参画の視点を抱いた作成方法というの

をやりました。

○我妻委員

  そうすると、平成２４年度と同じテーマですね。もちろん、受けている方が違うと
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いうことですよね。

○雲出課長

  はい。

○我妻委員

  それは、男性と女性の数はどうだったですか。

○雲出課長

  今、資料を持ってきます。

○白井会長

  広報づくりというか、内容にも入って研修するのですか。条例の内容とか。

○雲出課長

  よくあるのは、例えばお医者さんが患者さんと診断しているときに、男性の絵や、

そういったものを配慮していかなきゃいけないだろうということでやってございます。

北区ニュースもそうですけども、私どものつくっているゆうレポートにつきましても、

そういった視点に配慮した広報づくりをやってございます。

○白井会長

  今、資料を取りに行かれておりますので、その間、ほかに質問あるいはご意見があ

りましたら。

○奥津委員

  大したことではありませんが、最終ページの上の③具体的提案がございますね。区

民ニーズの発見と書いてございます。何かものすごく珍しいものを見つけ出したので

はなく、恐らくこれは積極的に発掘するような意味じゃないかと思いまして、ニーズ

を掘り起こして、でも対処していくというような意味なのかと思いました。発見は、

何か適切な言葉があれば変えていただけたほうがと思います。

○白井会長

  この点については、発掘あるいは掘り起こし、発見とされたことの意味です。

○我妻委員

  前もそうなんですよね。

○白井会長

  ずっとそうなっています。
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○中澤委員

  把握してそこから見つけるという、そういう意味だと考えていますので、発見より

も、把握とか。

○我妻委員

  掘り起こす。

○中澤委員

  掘り起こしまで言えるのかどうかというのはちょっと。アンケートを分析して、そ

こから新たなニーズを見つけるという部分はあり得るかと思いますけれども、まずは

把握するというところだと思います。

○白井会長

  今の事務局の説明について、何か一番適した言葉がありましたら、おっしゃってい

ただければと思います。

○宮城副会長

  福祉サービスなんかのニーズに、潜在ニーズと顕在ニーズという言葉を使いますよ

ね。男女共同参画に関するニーズも、人々がそういう意識を持っていないと、ニーズ

が表に出てこないと思います。ですから、あえて発見という言葉を使われたのだと思

うのですけど、区民ニーズの顕在化というような言葉が可能性あるかなという気がい

たしました。

○白井会長

  どうでしょう、ほかにありますでしょうか。

○雲出課長

  また、会長と相談させていただいて、適切な表現ということでわかりやすくやらせ

ていただきます。

  先ほどの研修の件でございますが、タイトルは「広報力パワーアップ講座」、参加

者は１２名で男女ともに６名ずつです。

○白井会長

  はい、ありがとうございます。

○小澤委員

  今の件のさらに質問をさせていただきたいのですが。職員の方に呼びかけるときに、

例えば今年度新たに区役所に入ってこられた方を対象としていらっしゃるのか、広く

一般職員に呼びかけたけれども、１２人しか参加しなかったのか、それをお聞きした

いのですが。
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  ここに職員研修の充実と掲げるからには、必ず各課から一人はぜひ出てください、

とても重要なことなのでというぐらい働きかけをして、うちは別に広報しませんから

という部署があるかどうかわからないのですけど、どの部署にいてもそういう視点を

持つことが大切であると、ぜひ全職員の方あるいは部長さん、課長さん通して、必ず

一人各課から出してくださいぐらい、実施されたらどうかと思います。

  今年度の場合は、対象はどういう方だったのですか、そのとき時間のある職員の方

に出てくださいということだったのでしょうか。

○雲出課長

  役所の仕組みで、全職員にパソコンが配付されています。ポータルを通じて案内さ

せていただいたというのが広報の仕方でした。手を挙げてくれる方が少ないので、職

員が知っている方とか、こんな人がいいんじゃないかということで、誘いかけをいた

しました。

○白井会長

  これ、最後に事業について、それぞれの課の方がみずから評価をしますよね。その

課の方たちも当然、研修には参加していらっしゃるんですよね。

  評価するのに、条例との視点がみんなにわからないと、どういう評価をなさるか、

その点については当然職員の方たちはこの研修には参加していらっしゃるんですよね。

○雲出課長

  男女共同参画の評価を担当している職員のための研修ではなくて、広報力パワーア

ップ講座という名前ですので、いろんな課で出しているチラシだとか、そういったも

のをつくっていますけども、それをつくる際に男女共同参画の視点を入れたものにし

なくちゃいけないというコンセプトでやらせていただいているということでございま

す。

○白井会長

  特に限定していないということなんですね。

○雲出課長

  評価の部分では説明会をやってございます。

○白井会長

  そうですか。はい、わかりました。

○楠委員

  当然、ＰＤＣＡシステムで回して出しているということですよね。
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○白井会長

  はい、わかりました。

  研修というもの、そういう方法でも研修をされているようです。

  ほかにはありませんでしょうか。

○中澤委員

  配偶者暴力相談支援センターの機能ですけれども、北区が今考えているのは、一つ

の場所で支援センターとして看板を掲げてやるということは、余り現実的ではなく、

また望ましいものでもないのではないかという考え方から、そのスタイルはとらずに、

現在の男女共同参画センターと生活福祉課の婦人相談員が、それぞれ機能を担う形で

整備をしていくのではどうかということで考えていると、受けとめていただければと

思います。

  それから、先ほど性的少数者に関しての記述がございましたけども、これについて

はリーダーの会議のときでも申し上げましたように、庁内ではこの部分については特

に議論を行ってきたということはございませんので、提言としてこうまとまるという

ことであれば、それを受けて庁内での検討を進めてプランの中にどのような形で入れ

ることができるのかどうかということを、検討していくというようなことであります。

○白井会長

  よろしいですか。ほかにはないでしょうか。

  もしないとすれば、計画を推進するためのしくみについては、先ほどの最後の発見

ですが、そこについてこちらと事務局に一任していただいて、より適切な言葉があれ

ばそれでということで検討させていただきます。

  ほかに、全体について質問等ありませんでしょうか。

  もしなければ、本日の審議は全て終了いたします。

  長時間にわたりまして、本当にありがとうございました。


